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『道』というタイトルの詩…。元々は、一休禅師の言葉だといわれていますが、一般にはアントニオ
猪木が引退セレモニーのリング上で、ファンに送った最後のメッセージとして知られています。
田邊教授は、何か新しいことにチャレンジするとき、いつもこの詩を思い浮かべ、そして新しい道を

切り開かんとする若者に、この詩を贈ってきたそうです。
島根大学医学部内科学講座第四も、常に前向きにチャレンジすることを忘れず、ただひたすらに医師

としての『道』を進んでいこう…そういう想いを込めて、この『道』というタイトルを選びました。

～　タイトル『道』の由来について　～

この道を行けば
どうなるものか
危ぶむ無かれ
危ぶめば道はなし
踏み出せば

その一足が道となり
その一足が道となる
迷わず行けよ
行けばわかるさ

『道』
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Field of Dreams
超音波医学会地方会（左）、内科学会地方会（中）、循環器学会地方会（右）で専攻医の先生方が発表しました

教 授 挨 拶 内科学講座内科学第四
教授　田邊 一明

暑い夏から一気に気温が変化し、服装の調整に悩む
秋から冬の始まりでした。皆様には平素より格別のご
高配を賜り、厚く御礼申し上げます。この秋は循環器
内科としてクラウドファンディングに挑戦しました。
多くのご支援いただいたき感謝申し上げます。現在の
医療は多くの医療専門職の力が必要となり、また病院
に限らず地域や在宅でのチーム医療を展開していくこ
とが要求されます。若手医師はもちろんのこと、医療
専門職の研修、資格取得、学会参加などプロフェッショ
ナルとしての成長を応援していく必要があります。一
方で、医療業界の経済的支援が得られにくい時代とな
り、また業界の意向に縛られない幅広い教育活動も必
要です。島根県の医療のさらなる発展のために、今後
ともご支援いただきますよう、よろしくお願いします。

「フィールド・オブ・ドリームス」
ケビン・コスナー主演の映画「フィールド・オブ・

ドリームス」（1989年）があります。主人公がアイオワ
州のトウモロコシ畑の真ん中に野球場を作ると、すで
に亡くなった野球選手たちがゴーストとして天国から
降りてきて、昔の姿に戻ってプレーをするという設定
です。やがて主人公の亡くなった父親がその野球場に
現れて、夕暮れの球場で親子のキャッチボールが始ま
ります。ゴーストの父親が「Is this heaven?」と聞き、
主人公の息子（ケビン・コスナー）が「It’s Iowa」と
答えます（感動）。それがどうしたと思われるかもしれ
ません。1990年11月、テキサス州ダラスで開催された
American Heart Association（AHA）の学術集会に出
席しました。前年に研修した国立循環器病センターで

の演題が通り、初の渡米でした。初めてのAHAの発表
が口演であったことから、準備の仕方もわからず、当
時ケンタッキー大学に留学されていた国循時代の指導
医・山岸正和先生（後に金沢大学教授）のホテル缶詰
の発表練習で何とか恰好をつけることができました。
その年の大会長がアイオワ大学の先生で、開会式の挨
拶の冒頭「Is this heaven? It’s Iowa.」 と聴衆を沸
かせたのです。もちろん、その場で何のことかはわか
りませんでした。帰国後にレンタルビデオで観た映画

「フィールド・オブ・ドリームス」は初渡米以後、心に
宿ったアメリカ留学の思いを強くさせるものでした。
何よりもゴーストの父親が「Is this heaven?」と聞き、
主人公の息子が「It’s Iowa」と答える夕暮れの野球場
のシーンはこの映画を見返すたびに、様々な思い出が
交錯して涙腺を崩壊させます。
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大谷翔平選手（私の弟が撮影）

2024年春以降、特に10月から11月はドジャースの大
谷翔平選手の活躍に元気が出ました。大谷翔平選手の
プレーを見ていると、とにかく心地よいのです。ある
医師が大谷翔平選手の動画はうつ病に効果があると言
われていました。調べてみると、「大谷選手の活躍を見
ることで、応援している人の脳内でドーパミンが放出
され、幸福感が高まっていると考えられる。また、大
谷選手の試合が朝というのが大きい。朝の満たされる
活動は一日全体の充足感にも繋がる」 とありました。
また、脳にはミラーニューロンと呼ばれる細胞がある
のですが、ミラーニューロンは他人の行動を自分の脳

内で仮想的に再現し、あたかも自分がやっているかの
ように心身が感じる作用をもたらすそうです。大谷選
手を応援することが「ミラーニューロン効果」で、こ
れまでの常識を覆す稀代のスーパースターと「同化」
できるのかもしれません。推し活にも通じるものがあ
ると思います。

最後になりましたが、同門の村上林兒先生が2024年
９月28日ご逝去されました。心カテ室、病棟、スキー、
野球、ゴルフと思い出は尽きません。ご指導に感謝し、
ご冥福をお祈りします。

令 和 ６ 年 度 の 腎 臓 内 科 の 体 制 に つ き ま し て 腎臓内科教授
神田 武志

令和６年度の腎臓内科の取
り組みにつきましてご報告致
します。

診療面では慢性腎臓病、高
血圧診療を中心とした高齢化
対策を推進しています。出雲
市では人口透析開始に至った
原疾患をたどると、高血圧が
最も多く加齢とともに高血圧

による原疾患患者数が増加しています。行政、かかりつ
けの先生方、島根大学病院、県立中央病院の腎臓専門医
の地域連携体制をより一層推進するため５月に出雲CKD
病診連携の会を開催致しました。紹介基準をアップデー
トし、CKD紹介表を新たに作成しました。当院では腎機
能の低下速度に着目し“腎臓寿命の見える化”すること
によりまして患者様のヘルスリテラシー向上に努めてい
ます。松江市、出雲市、雲南市、大田市、江津市、益田市、
隠岐の島町で腎臓専門外来を開設し慢性腎臓病に対する
早期介入、集学的治療をすすめて参ります。

教育、 診療面については引き続き県内の腎臓専門
医、隣県の山口県の腎臓専門医の先生方と協力しなが
らWEBで症例検討会を隔週で行っています。症例を共
有し皆でディスカッションすることにより切磋琢磨し、
両県の腎臓診療レベルの向上を図っています。また当
院では月に１度、病理の先生をお招きして腎病理カン
ファレンスを開催しています。

研究面では慶應義塾大学医学部百寿総合研究セン
ターとの共同研究をスタートさせました。島根県は人
口比で最も百寿者（100歳以上の方）がおられる地域で
す。何故、島根県で百寿者が多いのか、食事、ライフ
スタイル、血液のみならず便、尿の網羅的な解析を通
して首都圏の百寿者と比較することでその機序を解明
して参ります。基礎研究に関してはNAD代謝酵素や肥
満に関わる酵素を遺伝子改変したマウスを用いて、慢
性腎臓病の線維化機序解明の研究をすすめています。

今後とも腎臓内科にご指導、ご鞭撻を賜りますよう
何卒よろしくお願い申し上げます。
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20.	 田邊淳也、今岡　圭、大矢菜穂子、川原　洋、岡田大司、香川雄三、佐藤寛大、渡邊伸英、遠藤昭博、
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方会．2024.11.30-12.1、倉敷

21.	 今岡　圭、野口瑛一、福原　翔、中尾珠里、江草典政、大矢菜穂子、田邊淳也、酒井康生．当院で心臓
リハビリテーション実施した患者の退院後の就労状況に関するアンケート調査．日本心臓リハビリテー
ション循環器学会第10回中国支部地方会．2024.11.30-12.1、倉敷

22.	 Mitsuno R, Kaneko K, Nakamura T, Kojima D, Mizutani Y, Azegami T, Yamaguchi S, Yamada Y, 
Jinzaki M, Kinouchi K, Yoshino J, Hayashi K. Associations between renal sinus fat volume and 
cardiometabolic and renin-angiotensin system parameters in patients with primary aldosteronism. 
Kidney Health In Aging and Aged Societies: JSN/ERA Symposium Collaboration with JSDT and 
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24.	 Mitsuno R, Nakayama T, Morimoto K, Uchiyama K, Washida N, Kusahana E, Yoshida E, 
Tonomura S, Yoshimoto N, Hishikawa A, Hagiwara A, Azegami T, Yoshino J, Monkawa T, 
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26.	 満野竜ノ介、森本耕吉、金子賢司、児島大輝、中村俊文、木内謙一郎、殿村　駿、吉田英莉子、日鼻　瑛、
中山尭振、山田祥岳、陣崎雅弘、内山清貴、鷲田直輝、畔上達彦、山口慎太郎、吉田　理、𠮷野　純、
林　香．腹膜透析患者における腹部内臓脂肪量および腹部臓器容積の臨床的意義の検討．第33回東京
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27.	 金子賢司、満野竜之介、児島大輝、畔上達彦、山田洋岳、橋口明典、𠮷野　純、林　香．慢性腎臓病
患者における腎洞脂肪（RSF）量と腎血行動態の関連の検証．第67回日本腎臓学会学術総会．2024年、
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第46回日本高血圧学会総会．2024年、福岡
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裕、神田武志、中川　崇、林　香、𠮷野　純．糖・エネルギー代謝制御における脂肪細胞ミトコンドリ
アNAD+生物学の重要性．第97回日本生化学会大会．2024年、横浜

41.	 𠮷野　純: フレイル・サルコペニアの新規治療標的としてのNAD生物学の可能性．第11回日本サルコ
ペニア・フレイル学会大会、シンポジウム６．2024年、東京．
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第 3 0 回 日 本 心 臓 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 会

第 7 2 回 日 本 心 臓 病 学 会 学 術 集 会

学 会 報 告

田邊 一明

田邊 一明

2024年７月13日～14日、 第30回日本心臓リハビ
リテーション学会学術集会が神戸で開催されました。
2018年12月に「健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、
心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本法」
が成立し、各都道府県で循環器病対策推進計画が進め
られています。島根県でも進めています。健康寿命の
延伸と循環器病による年齢調整死亡率の低下のために、
心臓リハビリテーションは、予防、啓発、急性期治療
と並んで、なくてはならない存在となっています。島
根大学病院心リハチームもたくさん出席しておられ、
学会期間中の夜には伊藤医院・伊藤新平先生の声掛け
により、島根大学病院、松江市立病院の心リハチーム
と交流することができました

2024年９月27日～29日、第72回日本心臓病学会学術
集会が仙台で開催されました。私は京都府立医科大学・
的場聖明教授とともにシンポジウム「高齢化社会にお
ける循環器診療」を企画、座長をさせていただきまし
た。全６題のうち慣例で座長校から指定演題を１演題
ずつ、他の４演題を公募としましたが、20演題以上の
応募があり演題採択に苦慮しました。その中でTAVI
治療における意思決定支援、ACP外来の取り組み、高
齢者における植え込み型心臓電気ディバイス感染の経
皮的リード抜去術、後期高齢者におけるimpellaの成績

（J-PAVDレジストリ）を選ばせていただきました。島

根大学からは田邊淳也先生に「心不全多職種、地域連
携」について島根大学病院の取り組みをまとめていた
だき、京都府立からは低侵襲カテーテル治療の実態と
して自施設の多くの症例についてまとめていただきま
した。多くの聴衆で、幅広く勉強できたと思います。
どこも頑張っている、先進的な取り組みをしていると
あらためて実感しました。現状を勉強するのに学会は
最高の機会と再認識しました。

仙台は久しぶりでしたが、仙台に着いたら牛タン定
食食べると決めて、行列ができていましたが（外国人
が多かったです）、美味しくいただくことができました。
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第 2 8 回 日 本 心 不 全 学 会 田邊 一明

2024年10月４日～６日、第28回日本心不全学会学術
集会が大宮で開催されました。島根大学病院からは心
不全チームである慢性心不全認定看護師、薬剤師、管
理栄養士をはじめ、臨床工学士も演題発表されました。
発表準備の段階からそれぞれの深い取り組みを勉強さ
せていただきました。島根大学病院の2024年の心不全
再入院率が、前年までと比較して半減していることに
貢献していただいています。日本循環器学会は2021年
から心不全療養指導士制度を開始しました。心不全に
おけるチーム医療を展開していく上で、療養指導に従
事する医師以外の専門職に資格制度を作り、患者中心
のチーム医療のキープレイヤーとなっていただくこと
を期待しています。島根県内の心不全療養指導士ネッ

トワークも立ち上がっています。
済生会江津総合病院からも佐々木拡志先生率いる心

不全チームがたくさん出席しておられ、病院の熱量を
感じました。

同 門 会 長 挨 拶 佐藤内科クリニック
佐藤 秀俊

朝晩に肌寒さを感じるようになってまいりましたが、
同門会員、そして医局員の皆様には益々御清栄の事と
お慶び申し上げます。開業医の先生方は生活習慣病同
意書作成など診療報酬が下げられた上での労務負担は
増えるばかりで毎日お忙しいことと思いますが、どう
かご自愛ください。

令和６年度の同門会総会を本年10月12日土曜日に出
雲ロイヤルホテルにて無事開催することが出来ました。
昨年に続き会場に皆様にお集まりいただく完全対面形
式であり、新入局員の先生方、医局秘書様の多大なる
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ご協力を得て、コロナ禍以前よりもさらに多くの先生
方にご参加いただき大盛会となりました。至らぬ点が
多々あったことと思いますが、どうかご容赦の程よろ
しくお願いいたします。

第一部では循環器漢方の第一人者である北村順先生
にご講演いただき、とても分かりやすく、メモを取る
方やスライドをスマートフォンで撮影する方も多く見
られ、フロアからの活発な質問などもあり大変有意義
な講演会となりました。

第二部は同門会の事務的な報告の後に懇親会でしたが、
久しぶりの再会に時間を忘れて語り合い、これも中締めの
時間を超えそうになるくらい盛り上がりました。次回は令
和７年11月１日土曜日に出雲ロイヤルホテルにて同門会
総会を行います。また改めて皆様にはご案内いたしますの

で、ご協力、ご参加のほど重ねてお願い申し上げます。
また翌日は田邊杯ゴルフコンペが秋晴れのなか、井

上慎一副会長のご準備の下に開催されました。遠方か
らのご参加もあり、また４組と参加者も多く賑やかで
笑顔が絶えない楽しいラウンドでした。そしてベスグ
ロでありながらHCが少なく今まで優勝されなかった井
上副会長が初優勝されました。おめでとうございます。
来年度も盛大な同門会総会および田邊杯ゴルフコンペ
が開催できるよう準備して参りますので、皆様のご支
援ご協力をよろしくお願いいたします。

これからも更に内科学講座内科学第四が発展するこ
とを願い、同門会として全力で応援させていただきま
す。今後とも私と井上副会長に皆様のお力添えをいた
だきますようどうかよろしくお願い申し上げます。
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内 科 学 第 四 同 門 会 講 演 会・総 会・懇 親 会

2024年８月10日  健 康 ハ ー ト の 日  in 伊 藤 医 院 　

田邊 一明

伊藤医院 
伊藤 新平

2024年10月12日（土）出雲ロイヤルホテルにて、内
科学第四同門会講演会・総会・懇親会が開催されまし
た。お忙しい中、ご出席いただきありがとうございま
した。いつも同門の先生方にご支援いただき感謝申し
上げます。

講演会では新神戸きたむら内科循環器・ 漢方クリ
ニックの北村順先生に「循環器医が知っておくべき漢
方薬～すべてはここから始まった」の演題でご講演い
ただきました。北村先生には神戸海星病院時代の2011
年10月に本講演会の前身である島根心・血管研究会で
循環器診療における漢方の併用について講演していた
だきました。その内容にとても感動したのですが、そ
の感動も日々の業務に取り紛れてしばらく失念してお
りました。翌年（2012年）に前年の研究会の抄録集を
作成するにあたって北村先生より講演をまとめた原稿
をいただき、その原稿を読んで北村先生に“漢方の処
方集を作ってもらいたい”と閃きました。

ちょうど別件でメールを返さないといけなかった文
光堂の担当者に「ところで漢方の本に興味ないです

か？」 と添えたことから一気に話が進み、 半年後の
2013年３月日本循環器学会で文光堂より「循環器医が
知っておくべき漢方薬」が出版されました。私は監修
の役割を担わせていただきましたが、北村先生にお願
いしたのは「漢方薬に読み仮名をつけてください」と
いうことでした。それからの10年間、私たちは循環器
診療に漢方が進出してきた歴史の中にいます。北村先
生の本に書評をお願いした神戸大学・岩田健太郎教授
は「堅牢な循環器診療の隙間を埋めるのが漢方薬」「治
療薬はありません、で帰すのでなく、漢方薬を試して
みませんか、という診療スタイルは患者満足度を上げ
る」と後押ししていただきました。

療をしていると、ときに患者さんの心不全への理解が
十分でない（セルフケアが不十分）と感じることがあ
ります。また今後stageAやBの方への心不全発症予防
も重要となってきます。日頃から心不全の啓発活動に
ついて何かできないかと思っていました。以前から日
本循環器協会が８月10日を「健康ハートの日」と定め、
全国各地で啓発イベントが行われているのは知ってい
たので、当院も独自で聴講&体験型イベントを企画し
ました。

伊藤医院の伊藤新平です。いつも同門の先生や医局
の先生には大変お世話になっています。私は島根大学
病院で勤務している間は特に心不全診療をメインに
行ってきました。病院勤務時代は心不全で入院される
方の診療を行っていましたが、現在はかかりつけ医と
して地域のメディカルスタッフと連携をとりながら外
来での心不全診療を行っています。また島根県（山陰
でも）で唯一、心臓リハビリテーションを行う診療所
として心疾患の方への運動療法も提供しています。診
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いての話、３）聴診器(Nexstetho)を参加者自身の胸部
に当てていただき、Bluetoothで接続されているスピー
カーから聞こえる心音を自身で聴いてもらうこと、４）
ソルセイブという濾紙を使った味覚（塩味）の域値の
自覚、５）無限レシピ（島大発ベンチャーの商品）の試
食を行いました。また、参加者にはお土産に低糖質＋
無塩クッキーを用意しました（大田にあるsa.ki.7さん
に特別に作成してもらいました）。 当院スタッフ以外
にもボランティアで島根大学病院理学療法士（福原さ
ん）、出雲市民病院作業療法士、済生会江津病院の栄養
士さんにサポートしてもらいました。

心不全の発症や重症化を防ぐための体制作りが急が
れている状況ですので、その一つとして引き続き地域
の方への心不全に対する啓発活動を同門の先生や医局
の先生と行っていきたいとおもっています。今後もご
指導、ご鞭撻の程よろしくお願いします。

島根県の後期高齢者における心不全の罹患率は約
30％、高齢に伴い罹患率は上昇し85歳以上は２-３人に
１人という報告もあります。高齢化に加え、出雲市は心
不全の島根県内でも心不全のリスクである高血圧の罹患
率が高く、今後『心不全パンデミック』がおこってくる
と予想されます。心不全パンデミックにより、救急医療
の負担増加、病院の病床逼迫、医療介護の相対的供給不
足が懸念されます。そしてなにより、度重なる心不全に
より患者さん自身の生活の質が損なわれてしまいます。

今回のイベントは心不全についての総論、高血圧の
治療の重要性、減塩のポイント、運動療法にフォーカ
スをあてて、知識と体験を混ぜることで、参加された
地域の方が少しでも心不全に対する理解を深めていた
だけたと思っています。イベントでは、１）私、伊藤が
心不全の総論、減塩の重要性、減塩のポイントの話、
２）理学療法士山本による心疾患の方の運動療法につ
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在りし日の村上林兒先生
（2012年5月　医局コンペにて）

今回も新入局の田中俊太郎先生、長谷川友哉先生、花森

航希先生が前回に続き集ってくれました。仕事が忙しい中

での御参加、心から感謝しています。貴重な休みの日をゴ

ルフに費やす意味が今は理解し難いかもしれませんが、是

非これからもゴルフを続けてみて下さい。ドラコンは森田

祐介先生、山口直人先生、ニアピンは花森航希先生、古志

野海人先生、後藤泰利先生が獲得されました。梅野哲弘先

生、北村順先生には今回も遠方から御参加いただき本当に

ありがとうございました。

お忙しいなか御参加いただいた先生には重ねて御礼申し

上げます。次回の開催は令和７年５月11日（日）の予定で

す。初めて方も大歓迎です。多くの先生の御参加を心から

お待ちしております。

令和６年10月13日、第30回田邊杯をいずも大社カン
トリークラブで開催いたしました。

村上林兒先生が９月28日、御逝去されました。先生
は新設大学であった島根医科大学において長年に渡り私
たちを導いて下さいました。また、ゴルフと大社カント
リークラブを心から愛しておられ、お忙しいなか医局コ
ンペにも御参加を頂いておりました。全員で哀悼の意を
表し、黙祷を捧げ追悼ラウンドに臨みました。

今回の田邊杯には13名の先生に御参加いただきまし
た。前回は同門会長である佐藤秀俊先生が見事初優勝さ
れ、先生からこのコンペに立派な優勝カップを寄贈いた
だきました。今回は皆様のお陰で小生が初優勝となりま
した。栄誉ある「田邊杯」の優勝カップに名を刻む事が
でき、本当に誇らしい気持ちです。ありがとうございま
した。

第３０回第四内科田邊杯ゴルフコンペ結果報告

同門会ゴルフ幹事  井上 慎一

順位 競技者名 out in GROSS HDCP NET
優　勝 井上　慎一 46 45 91 15.6 75.4

準優勝 森田　祐介 48 50 98 21.6 76.4

３位 北村　　順 48 55 103 26.4 76.6
４位 梅野　哲弘 63 57 120 43.2 76.8
５位 後藤　泰利 45 43 88 9.6 78.4
６位 花森　航希 62 65 127 48 79
７位 佐藤　寛大 51 56 107 27.6 79.4
８位 田邊　一明 60 59 119 38.4 80.6
９位 山口　直人 60 57 117 36 81
10 位 長谷川友哉 70 67 137 55 82
11 位 佐藤　秀俊 58 59 117 34.8 82.2
12 位 古志野海人 62 58 120 36 84
13 位 田中俊太郎 66 79 145 55 90
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「人生100年時代」という言葉をよくみかけます。2007

年に日本で生まれた子供の半数が107歳より長く生きると

推計されたという報告もあったようです。2024年10月に

nature aging に発表された論文では、日本を含む世界の

長寿国８か国とアメリカ、香港で香港以外の国の平均寿命

は伸び悩んでおり、今世紀中に人生100年時代は来ないと

いうことでした。ちなみに世界の中で長寿である日本人女

性の70％が100歳を超えるには、死亡数のピークが110歳

（現在は90歳）で、最高齢は140歳にならないといけない

そうです。現実では医療の進歩で人間の平均寿命はすでに

十分に延びており、今の段階ではいかに健康寿命を延ばす

かが重要となります。人生100年時代を迎えるには老化の

スピードを遅くする研究が待たれるところです。　（田邊）

　

編 集 後 記
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